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町ぐるみで子どもを育てよう 町ぐるみで子どもを育てよう いの町 
地域ぐるみ教育 

小学生スポーツ交流大会を楽しもう！ 
　伊野南小学校、いの町野球場を会場に「いのっ子あつまれ！小学生スポーツ交流大会」が行われました。
これは、伊野地区地域教育推進協議会が子どもの願いを実現させようと計画したものです。伊野地区小学生
のべ120名が参加し、保護者・教職員・小中学生、高校生、地域スタッフ約60人がスタッフとして支えまし
た。寒い１日でしたが、いのっ子の元気な交流が行われ、笑いあり、涙ありの大会となりました。 
　この大会に向け、枝川開発 、ハタダ枝川店（三宮商店）、明治牛乳伊野販売店、四国セラヴィ、四国コ
カコーラボトリング 高知西営業所の皆様から賞品を提供していただき、伊野の子どものためにご尽力くだ
さいました。 
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「決勝トーナメントに進んだ」　　　　　　　神谷小　6年　　西川　芙由 
 　いよいよミニソフトバレーボール大会が始まります。１試合目は得点付け

で２試合目からコートに入りました。最初の試合だったので、みんな氷のよ
うに固まってすごく動きが悪く負けてしまいました。この予選は、４試合中
３試合は取らないといけなくて、１回負けたらもう後がなかったので、すご
く不安でした。けれど、後の試合は勝って、ついに決勝トーナメントまでき
ました。 
　相手は伊野南との試合になりました。すごく緊張しました。アタックがバ

シバシきたので必死で拾いました。１セット目はとられました。２セット目は、神谷がリードしていたところ
で笛がなったので、私たちが勝ちました。みんなの応援が力になったと思うと、うれしくて涙があふれました。 
　そして、枝川との試合がやってきました。私のサーブは力が入りすぎてぎりぎりコートに入ったので、秀君
のお父さんが「芙由ちゃん、サーブが大きいで。」と言ってくれました。力を弱くしてみるとちゃんとコート
に入ったので、秀君のお父さんのおかげやなあと思いました。サーブは入ったものの１セットは取られてしま
いました。負けてしまったけれど涙は出ませんでした。 
　今年４月からは、中学校でまた新しい技を学んで、次の６年生に教えてあげたいなあと思いました。心に残
る大切な思い出になりました。 

ミニ・リレーマラソン大会 

伊野中野球部も活躍！ 

ソフトボール大会 

　ソフトボール大会には、伊野

中野球部が塁審や球場整備スタッ

フとして参加くださいました。

きびきびとした動きで大会を支

えてくださり、小学生のよいお

手本にもなりました。 

第１位 
第２位 
第３位 
６年１位 
５年１位 
４年１位 

吉成　奎太 
村岡　秀記 
田上　みどり 

 
団体の部 
 
 

個人の部 

伊野小チーム 
枝川Aチーム 
枝川Bチーム 

伊野小 
神谷小 
枝川小 

　今年初めての開催に11組が参加し、
１人約１ｋｍのコースを３人がリレー
しました。沿道での声援の中、黄色
のタスキをつなぎ、元気いっぱい走
りました。 

　ソフトボールは、２チームが
参加。場内アナウンスとスコア
ボードも使った本格的野球場で
のびのびとプレーしました。伊
野南小学校の子どもが伊野小チー
ムに入り、また、２試合目は３校の子どもが入り混じってゲー
ムを行うなど、交流も活発に行われました。枝川アニマルズ
が８対１で優勝しました。 

ミニ・バレーボール大会 
　ミニソフトバレーボールに
は、15チームが参加。午前中
はリーグ戦、午後は６チーム
による決勝トーナメントが行
われました。負けて涙するシー
ンもあり、熱戦が繰り広げら
れました。優勝・枝川フラッシュ、準優勝・枝川ファイターズ、
第３位・神谷Ａでした。 
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いの町から初の県代表！ いの町から初の県代表！ 
 
高知工高３年 
（吾北中出身） 

高橋豊明君 
伊野中３年 

土居哲也君 

　１月、広島市で「第10回全国都道府県対抗男子駅伝」が行
われました。 
　吾北中出身で高知工業高校３年生の高橋豊明君と伊野中学
校３年生の土居哲也君は、数々の大会で実績が認められ、高
知県代表としての第５区（8.5km）、第６区（3km）を走りました。 
　いの町から県代表として選ばれたのは初めてのことで、２人
とも堂々の走りを見せてくれました。 
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川
村
　
博
子 

新
玉
の
膳
に
身
内
の
顔
揃
う 

（
評
）
新
玉
は
新
年
の
枕
詞
、
新

玉
の
膳
は
正
月
の
お
節
料
理
で
あ

る
。
身
内
の
こ
と
を
「
う
か
ら
、

や
か
ら
」
と
い
う
が
近
年
は
身
内

の
顔
の
揃
う
機
会
は
殆
ど
な
く
な
っ

て
い
る
。
そ
れ
だ
け
日
常
の
生
活

が
都
会
的
に
な
っ
た
と
い
う
と
こ

で
あ
ろ
う
。
正
月
は
そ
の
穴
埋
め

の
と
き
。
一
年
の
無
沙
汰
を
こ
の

「
顔
揃
う
」
で
一
挙
に
成
算
す
る
。

和
や
か
な
集
い
の
場
に
は
矢
張
り

お
節
料
理
が
相
応
し
い
。
身
内
そ

れ
ぞ
れ
の
心
が
届
き
会
え
る
大
き

さ
の
輪
に
、
新
玉
の
膳
が
据
り
、

向
き
合
っ
た
身
内
の
新
春
の
笑
顔

が
育
つ
の
で
あ
る
。 

 

間
　
　
浩
太 

デ
パ
ー
ト
の
鏡
は
み
ん
な
新
春
の
顔 

（
評
）作
者
は
男
性
で
あ
る
が
、

句
の
対
象
は
女
性
で
あ
ろ
う
。
新

年
最
初
の
化
粧
に
打
向
う
鏡
の
こ

と
を
初
鏡
と
い
う
が
、
こ
の
句
に

そ
の
初
鏡
の
女
を
想
像
す
る
。
デ

パ
ー
ト
の
鏡
は
「
貌
」
ば
か
り
で

は
な
く
、
容
貌
・
風
貌
・
う
わ
べ

外
貌
す
べ
て
で
あ
り
、
鏡
の
「
ひ

と
」
は
み
ん
な
新
春
の
顔
。
自
分

自
身
の
新
春
の
貌
を
確
か
め
な
が

ら
矢
張
り
他
人
の
春
の
容
姿
が
気

に
か
か
る
。
人
夫
々
に
何
一
つ
同

じ
は
な
い
が
、
た
だ
、
外
面
の
容

貌
で
な
く
内
面
の
新
春
の
顔
が
共

通
し
て
い
る
。 

 

岡
本
と
も
子 

筆
勢
の
卆
寿
と
見
え
ぬ
賀
状
く
る 

（
評
）恩
師
で
あ
ろ
う
か
、
墨
痕

鮮
や
か
な
年
賀
状
、「
こ
れ
が
ま
ぁ

九
十
才
を
数
え
る
人
の
書
い
た
字
、

…
何
と
す
ば
ら
し
い
。
」
驚
い
た

様
子
が
よ
く
解
る
句
で
あ
る
。 

「
印
刷
の
百
の
文
字
よ
り
手
書
き

文
字
」 

　
年
賀
は
年
に
一
度
息
災
の
証
と

ご
無
沙
汰
の
お
詫
び
を
兼
て
の
挨

拶
替
り
の
意
味
も
あ
っ
て
、
な
り

ゆ
き
で
印
刷
文
字
の
場
合
が
多
い
。

印
刷
の
文
字
に
は
、
あ
た
た
か
み

が
な
く
、
親
し
み
も
う
す
い
。
矢

張
り
「
達
者
で
暮
せ
」
「
風
を
引

く
な
ヨ
」
等
一
寸
し
た
添
え
書
き

に
感
激
す
る
の
は
、
筆
者
だ
け
で

は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

川
村
千
図
子 

笹
鳴
き
に
会
ふ
や
も
知
れ
ぬ 

鼓
動
か
な 

（
評
）
「
笹
鳴
き
」
、
は
冬
に
入
っ

て
山
に
雪
が
積
む
頃
、
夏
の
は
じ

め
に
生
ま
れ
た
鶯
の
子
が
山
か
ら

里
に
下
り
て
、
チ
、
チ
、
と
不
完

全
な
鳴
き
方
を
す
る
、
春
に
な
っ

て
　
る
ま
で
に
は
少
し
期
間
の
あ

る
頃
の
鳴
き
方
を
い
う
の
で
あ
る
。

鼓
動
は
そ
の
声
を
聞
く
と
き
の
心

臓
の
脈
打
つ
響
。
作
者
は
一
月
の

流
水
定
例
句
会
に
出
席
す
る
た
め

に
街
か
ら
、
ふ
る
里
へ
帰
っ
て
来

た
が
、
一
月
と
は
云
い
な
が
ら
珍

し
く
暖
か
い
日
和
だ
っ
た
の
で
、

或
い
は
笹
鳴
き
が
聞
け
る
か
も
…
…

と
心
が
は
ず
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
句
心
が
な
け
れ
ば
作
れ
な
い

佳
句
で
あ
る
。 

  

北
川
　
一
深 

炭
窯
に
メ
モ
書
き
重
ね
廃
れ
た
る 

友
草
　
水
月 

教
え
子
の
見
上
げ
る
背
丈
成
人
式 

大
川
　
節
弥 

糸
ほ
ど
に
水
出
す
蛇
口
寒
夜
か
な 

片
岡
　
包
女 

雑
煮
食
ぶ
独
り
の
椀
を 替

え
も
し
て 

伊
藤
　
た
み 

梵
鐘
の
余
韻
冬
野
を
生
み
に
け
り 

竹
崎
　
光
子 

愛
ら
し
き
姿
に
な
り
た
し な

ず
な
粥 

中
屋
　
桜
子 

成
ら
ぬ
夢
成
ら
し
て
み
せ
た
や 

去
年
今
年 

川
上
こ
よ
ね 

合
併
な
る
新
春
の
詩
浮
い
て
来
い 

筒
井
　
眉
躬 

健
や
か
を
七
種
粥
で
温
め
け
り 

渡
辺
万
利
子 

村
消
え
て
新
町
い
の
の
初
日
の
出 

川
村
　
　
愛 

初
し
ぐ
れ
大
荒
れ
に
荒
れ 世

の
不
穏 

弘
瀬
う
き
子 

初
詣
い
ち
い
の
梢
鳥
の
声 

満
津
於 

ジ
ャ
ン
ケ
ン
に
敗
け
て
閉
け
り 

隙
間
風 
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題
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３
月
25
日
締
切
「
五
句
」 

 

 

  

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先 

　
吾
北
教
育
事
務
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な
な
く
さ
が
ゆ 

ぬ
く 

こ
　
ぞ
　
こ
と
し 

す
た 

ひ
と 

は
　
る 

な
ご 

こ
　
ど
う 

口 転 


